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       Calculus-containing Diverticulum of the Male Urethra 
                    Report of A Case 
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   A case of the urethral diverticulum containingcalucli in a 64-year-old man is reported. 
   It is to be noted that this diverticulum was located at the ventral wall of the membranous 
urethra and that the diverticulum was surgically removed with the calculi and the urethra 
was repaired by the pull-through method. 
   Discussion is made on severalaspect of the urethral diverticulum.
尿道憩室 は比較的珍 らしい疾患 で,殊 に女子
に比較 して,男 子に於 ては下半身不随者に見 ら
れるものを除いては,稀 である.
最近我kは64才 の男子 に見 られ た膜様部 尿道
憩室結 石の1例 を経験 したが,こ の症例 ではそ
の憩室部位 の特異な点 と,尿 道憩室 の手術 に初
めてPu皿 一throughoperationを用いた 点 で
興味があつ たので,藪 に報告す る.
樹丈献的考察の結果,従 来男子 よりも稀 であ
ると考 え られていた女子尿道憩室 例の最近 の激









































入院時診断:右 腎結石,膀胱 結石 及び尿道憩室結
石.
入院時所見:全身状態に異常なく,血 圧は132/76










































尿道憩室 は男女共 に存在 するが,女 性 に比 べ
て男子 に見 る事 は一層稀 であ る.こ れはKho-
ury(1953)の云 う様に,男 子 尿道 は解 剖学的
にHemiatio11に対 して,よ く保護 されている
為 と解せ られ る.然 し乍 ら,以 前 は女子 の方が
男子 より稀 であ ると云 う報 告 も少 くない.斎 藤
及 び山 口(1951)は本 邦に於 け る女子尿道憩室
を集めて,男 対女 は54対9と な り,諸 家の統計
に よつて も大 体5対1と なつて男に遙 かに多い
と述 べている.し かし,こ れは恐 ら く最 も重要
な診 断法 である尿道 レ線撮影が 女子 では等閑 に
ふ されていた為 と思 われ る.近 時 女子 に 於 て
も,優 れ た尿道 レ線撮影法 が考案せ られ,実 地
に用 い られ る様に なつ た結果,従 来極 めて稀で
ある と考 え られ ていた女子尿道憩室 の報告例が




察 を行い,そ の中50例迄 もが1955年か ら1956年
に至 る1年 間に見 られた もので,60年間の症例
数 と,最 近の僅 か1年 間の症 例数 とが略 々匹敵
す ると述べてい る.そ の原因 として最 も重 要な
事は診断法 の相違であつて,1894年か ら1954年
に至 る間のものでは,腫 瘤 の触知 と尿道 よりの
膿分泌 に よる古典的 な診 断法 に よるものが79%
を占め るのに対 し,1955年か ら1956年に至 るも
のでは,僅 かに37.%に過 ぎない 一 方 これに反
して,尿 道 レ線撮影 で診 断 された ものを比 べる
と,前 者 では皆 無であ るのに対 して後者 では54
%の 高 い率 を示 している.こ の様 に女子 に於け
る尿道撮影 の利用が尿道憩室 の診断法 として,
不可嵌 のもので あると共に,最 近 の女子症例 の
増加 の主要原因 をな して いると考 え られる.







更に男子 に於け る尿道憩室の報告例 を調べ て
みると,1928年LowsleyandGutierrezは





め,こ れに自験28例を追加 して,総 計225例と
した.近 時殊に欧米では交通事故やその他 の災
害による下半身不随者 が増加 し,こ れ らの患者
の間で前部尿道 に憩室を見 る事 が多 くなつてい
る.PateandBuntsの報告 した28例は何れ
もこの下半身不随者に起 つた後天性尿道 憩室症
例であつて,男 子尿道憩室 は 稀 な も の と は云
え,こ の様に下半身不 随者 の間では,左 程稀 な
ものではない 更 に1953年には,Khouryは
PateandBunts以後の8例 と 自験 例2例 を











の1例,Wood(1958)の2例等 の報告 があ る
ので,現 在では約250例に及 ぶものと考え られ
る.
他方本邦 に於 ては,昭 和28年大越 ・齊藤及 び
生亀が28才男子 に見 られた先天性前部尿道憩室
の1例 を報告 すると共 に,集 めた丈献の統計 的
観察を行い,41例に44の憩室 を認めた.然 し,
その著者の1人 である齊藤 は既 に昭和26年に男
子症例数を54として発表 している点,些 か矛 盾
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鳩野(1957),黒 田及 び小坂(1957),大越 ・
齊藤及 び岩村(1958).近藤(1958),赤坂等(19
58)等の各1例 が見 られ る.昨 年赤坂等 は21才
の先天性尿道憩室 の1例 を報告 し,こ れは本邦
第47例目で あると述べ ているが,現 在 での症例
数 は大凡50数例 に及ぶものと考 えられ る.
次 に本症例で特 異な点 につ いて見 ると,第 一
にその憩室 の位 置である.大 越等 はその憩室 の
位置 は必ず床をなす後壁(下 壁)に 起 り,前 壁
(上壁)や 側壁に出来 たとい うものは発表 され
ていないと述べてい る.最 近迄 の諸家の報告 も
叉,こ の事実 を裏 書 きしている.然 し我 々の症
例 ではその憩室 は明 らかに前壁に位置 し,こ の
点甚 だ興味深 いが,そ の成因については不 明で
ある.恐 ら くその部 の尿道壁に先天 性に何等 か
の欠陥 があつた もの と思 われ る.
既 に1906年Wattsによ り,原 因か ら見 た分
類 が試 みられ,LeComteandHerschman
(1933)はこのWattsの 分類を更に拡張 した
詳 しい分類 を作 り,現 在迄 多 くの人 々は この分
類 を用 いてい る.そ の後Fagerstrom(1943)
によ り恥骨上前立 腺別除術 に よる神経損傷 の結
果,憩 室 の起 る 事を 提論 し,Repmanand
Warren(1948)も自ら経験 した 後天 性尿道憩
室 の1例 が このFagerstromの原因説を立証
す る 症例 で あると 述べ て い る.叉Khoury
(1953)は女性ホルモ ンの影響 も又憩室 の発生
に意義 を有す るもので あると提議 した.
何れ にしても,そ の憩室が先 天性の ものか或
は後天性 に起 つたもので あるかを決定 す るのは
仲 々厄介 な問題 であつて,普 通は その患者 の病
歴 と,憩 室 の組 織像 よ り決め られてい る事 が多
い 然 し$trtの症例 の様に,64才にな る迄,少
くも憩室 に関 しては,は つ き りした原因 も自覚
症状 もな く唯偶然 レ線 撮影 によつ て発見 された
様 な ものに 於 ては,そ の決 定は 一 層困難 で あ
る.
倫憩室 と結石 との関係について見 る と,こ れ
102 林 ・大江 ・村上一結石を伴つた男子尿道憩室の1例
は お互 いに原因 として も,又 結果 として も重要
な意味 をもつている.,即ち上部 尿路 か ら降下 し
て来 た結石が尿道内にひつかかつて,こ の事 が
憩 室 を発生 させ る主役 を演 じる事があ るし,叉
逆 に既 に存在 してい る憩室 内で当然 起 り得 る尿
の停滞,感 染 及びその後 に起 る塩 分沈着 に よつ
て二次的 にも発生 し易い.
兎 に角,そ の結 石が原 発性 のものであるか或
は二次的に出来た ものであるかを問わず,憩 室








と云 う事 になる.更 にTernovsky(1930)は
11hinの統計を引用 して,140例の尿道憩室 中.
56例が先天性 で この中22例が結石 を合併 してい
た し,又 尿道 に 結石 の 存在 した102名 の患者
中.80名迄 もが後天性 尿道憩室 を有 していたと
云 う.本 邦 の統計を見 ても,大 越等(1953)に
依 ると,41例44の憩室 中21に結 石を見,こ の憩
室 と結石 との併存 率は47.7%にも なる と云 う
し,そ の後の報告 に於 ても,谷 口及び 亀井 の症
例 は夫 汝結 石を合 併していた.
我 女の症例 に於 ても,結 石 を 合併 していた
が.そ の結石 は諸家 の報告 の様に矢張 り燐酸塩
を主 成分 とす るもので,そ の結石 の性状 か ら見
て,恐 らく憩室 内に二次的に生 じた ものであろ
う と思われる.
次に我 々の症例 で特異な第二 の点 は,そ の治
療法 であ る.普 通尿道 との交通路 の狭 い場合 に
は,そ の交通路 でたち切つて,憩 室 を全別除す
るか.憩 室 が大 き く,入 ロも又大 きい時 には,
憩室壁を切除 して縫合す るかの何 れかが とられ
てい る.然 し我 汝の症例では憩室 の特異 な位置
か ら以上 の方法 が困難 であ り,且 つ幸 い膀胱 を
開 けてあつた ので,所 謂PUI1-throughope-
rationを行つた.尿 道憩室 の治療 にPu11-thr一







1.64才の男子 に見 られ た腎結石及 び膀胱結
石を伴 う膜様部尿道憩室 の1例 を報告 した.こ
の憩室 内には結石 が存 在 した.
2.こ の症例 で は,そ の憩室 の位 置が前壁に
あつた点 と,手 術 にPull-through法を用いた
点に興味が あつた.
3.丈 献的老察 の結 果,最 近 の女子症例 の増
加 している原 因を究明す ると共 に,女 子 よ りも
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一 齢 鼠 き壌1
駝 禽蒜 訟 ・
(第7図)筋層の組織1象
